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SUMMARY
　　There has been observed a set of linguistic evidence which suggests that the Japanese language is now under-
going a critical phonological change: synchronic variation among the younger generation born after 1990 is being 
established as diachronic evolution.　The evidence may indicate a change in the internal structure of syllables of 
the language, which acquired long syllables no later than the 10th century.　This paper aims at revealing the over-
all picture of the ongoing change in the phonological structure of the Japanese language, based on the variation in 







（1） Old English (OE)  700－ 1100
Middle English (ME) 1100－ 1500
Modern English (ModE) 1500－ 1900
Present-day English (PE) 1900－
OE と ME の境界には Norman Conquest（1066）という侵略事件が関与しているが、ME と ModE の境界には
そのような事件は介在しない。しかしながら、英語史上もっとも有名な事件である大母音推移（Great Vowel 
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Shift）は 1500 年から 1800 年の間に進行し、PE の標準的な発音として定着している。したがって大母音推移
は言語外の要因によって引き起こされた音韻変化ではなく、純粋に英語の内部で生じた構造変化によって引
き起こされた音韻変化である。
　ME と ModE の時代がともに 400 年であるのは偶然かもしれないが、日本語の歴史にも英語史の時代区分
との並行性が認められる。Frellesvig（2010：1）は日本語の歴史を次のように区分している。
（2） Linguistic periods Political periods
Old Japanese (OJ)  700－ 800 Nara  712－ 794
Early Middle Japanese (EMJ)  800－ 1200 Heian  794－ 1185
Late Middle Japanese (LMJ) 1200－ 1600 Kamakura 1185－ 1333
Muromachi 1333－ 1573
Modern Japanese (NJ) 1600－ Edo－ 1603－
英語と同様に文字資料がまとまって現れる 8 世紀を時代区分の始めとしているが、日本語の歴史も EMJ と
LMJ の時代がそれぞれ 400 年に区分されている。Frellesvig (2010： 2-3)によると、日本語の主要な音韻変化









促音とともに漢語から導入されたと考えられがちだが、EMJ の音節構造が CV であれば、長音節 CV1V2 の
V2 は削除され、閉音節 C1VC2 は C2 のあとに母音が挿入されて CV の鋳型に適合させられたはずである。漢
語から「宙」/ʧuu/,「天」/ten/,「学」/ɡak/のような長音節が導入されたということは、それ以前に CV 以外
の音節が生まれていたことを示している。
　長音節の発生源は、8 世紀末から 10 世紀の初めにかけて生じた音便変化である。音便は、以下の音節が
音声的に弱化して単一の分節音として音素的に再解釈される過程である（Frellisvig 2010：197）。
（3） a. ウ音便： /-pu/, /-pi/, /-ku/, /-gu/, /-bi/, /-bu/, /-mi/, /-mu/ > /U/
b. イ音便： /-ki/, /-gi/ > /I/
c. 促音便： /-pu/, /-pi/ > /Q/
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1980 年代から英語由来の複合語が激増した結果、（5c）のように複合語の各要素からそれぞれ 2 モーラずつ


























b. 英語由来の複合語を 3 音節に短縮する。
c. 5 モーラ以上のカタカナ語のアクセント核を語末から 3 番目の音節に置く。
調査の対象は群馬大学教育学部英語専攻の学生 28～30 名で、1994 年から 1999 年までに生まれた世代であ
る。4）
3.1. 字余りの知覚
　2016 年度のサラリーマン川柳ベスト 100 に選ばれた作品の中から特殊モーラを含む作品を選び、筆者が
音読した時に「字余り」を知覚できるかどうかを調べた。Siri 以外の語をすべて仮名（またはカナ）で表記す
ると、以下のようになる。
（10） a. ラインより こころにひびく おきてがみ
b. あいけんも かぞくのばんづけ しっている
c. したまちが みせたにほんの そこぢから
d. じしょにない なんどくなんかい せいとのな
e. コンビニで カツどんどらやき おちゃとくほ
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f. ダイエット コミットしたけど リバウンド
g. たいていは けっかにコミット せぬおっと
h. やってみた ゆうかつゆううつ しゅみがない
i. ゆうかつで ゆうしょくがかりを めいじられ
j. きづいたら Siri とはなして いちじかん
（10a⎠，（10c⎠，（10j）は比較のために入れた定型句で、残りの 7 句は五七五の「七」の部分に特殊モーラを含む
字余りの句である。以下は調査対象者の判定である。
（11） 字足らず 定型 字余り
a. 定型 1 27  2
b. 字余り：撥音（1） 1  5 24
c. 定型 1 26  3
d. 字余り：撥音（2） 2  0 28
e. 字余り：撥音（1） 0  4 26
f. 字余り：促音（1） 2 14 14
g. 字余り：促音（2） 2 17 11
h. 字余り：長音（2） 0  4 26
i. 字余り：長音（1） 3  8 19








のせいで、第 2 要素が組み込まれていない例や LP のような頭字語も回答に含まれていた。主な回答は以下
の通りで、括弧内の数字は回答数を示す。
（12） アクティブ・ラーニング → アクラー（20）
エクステンシブ・リーディング → エクリー（13）
リーディング・パワー → リーパー（ 8 ）　　リーパワ（ 7 ）　　リーパ（ 2 ）
リスニング・パワー → リスパー（ 9 ）　　リスパワ（ 5 ）　　リスパ（ 4 ）
パワー・サラダ → パワサラ（23）　　パワサー（ 3 ）　　パワサ（ 1 ）
マクロ・ビオティック → マクロビ（11）　　マクビ（ 9 ）
セルフ・メディケーション → セルメディ（15）　セルメ（ 6 ）
ファクト・チェック → ファクチェ（19）
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フェイク・ニュース → フェイニュー（ 5 ）　　フェクニュ（ 4 ）
ポスト・トゥルース → ポストゥル（16）　　　ポストゥ（ 6 ）
最も多かった回答の中では、「アクラー」「エクリー」「リスパー」「ファクチェ」が 3 音節、「パワサラ」「マ
クロビ」「セルメディ」「ポストゥル」が 4 音節から成り、「リーパー」「フェイニュー」が 2 音節である。圧
倒的に多い「パワサラ」という回答には、「パワハラ」の影響が反映しているものと推測される。「マクロビ」
は流行に敏感な人々の間で定着しつつある短縮形であるが、「マクビ」という 3 音節の回答も多く見られた。
概して 1 年生が 3 音節の回答をする傾向があり、「セルフメディケーション」を「セルメ」に短縮したのは







リズムをつけて読むことを避けるために 5 モーラから 7 モーラまでの語を任意の順番に並べ、比較のために
特殊モーラを含まない語を混入した。なお、医薬品名には長音や促音を含むものが少ないため、語末に撥音
を含む語に統一することにした。
（14） － 4 － 3 平板 その他／不明
a. ウログラフィン（6） 12  7 9
b. カルチノン（5）  8 15 5
c. オロパタジン（6） 11 10 6  1
d. シダトレン（5）  9 15 3  1
e. タダラフィル（5）  1 16 0 11
f. タケプロン（5） 18  9 1
g. デノスマブ（5）  0 25 1  2
h. グルタチオン（6） 17  7 4
i. ロキソプロフェン（7） 15 12 1
j. テリパラチド（6）  2 26 0
括弧内の数字は各語のモーラ数を示している。特殊モーラを含まない（14g）と（14j）で語末から 3 番目のモー
ラ（－ 3）にアクセント核が置かれていることから、日本語のアクセント規則そのものは平成世代に受け継が
れていることがわかる。5）語末に撥音を含む語のうち、5 モーラの語では語末から 3 番目のモーラにアクセ
ント核が置かれる傾向があるのに対して、6 モーラ以上の語では語末から 4 番目のモーラ（－ 4）にアクセン
ト核が置かれる傾向があり、後者はアクセント核の位置を計算する単位がモーラではなく音節であることを























複合語の第 1 要素からは必ず 2 音節が保持され、第 2 要素から 1 音節が取られて全体で 3 音節に短縮されて
いることから、昭和初期に存在した「モボ」「モガ」のような 2 音節の短縮語が再び生産される可能性は低い。
　最後に、（14）の結果から（9c）の仮説を検証すると、5 モーラのカタカナ語には語末から 3 番目のモーラに
アクセント核が置かれている。これは、日本語のアクセント規則が平成世代に受け継がれていることを明示









（15） a. 　σ b. σ
　∧ ∧
μ1 μ2 O R
∧ │ → │ ∧
t o N -da ｜ N C
「飛んだ」 │ │ │





























注 1）（G）は随意的な渡り音 /j/または /w/を表す。
 2）イ音便から生じた /I/を独立した音節とみなすかどうかについては、現時点で意見の統一がない。
 3）1998 年版の『NHK 日本語発音アクセント辞典』〈新版〉には、「ミュージシャン」と「メランコリー」については二通り
のアクセントが記載されているが、2016 年版の『NHK 日本語発音アクセント新辞典』には、「ミュージ \ シャン」「メラ \
ンコリー」と表記されている。「ビギナー」についてはいずれも（8）のアクセントしか記載されていない。
 4）調査の対象は同じ学生群であるが、対象者の数は調査を実施した日によって異なる。





 7）この重さを Weight by Position と呼ぶことがある。
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